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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

鹿
児
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

理
事
長
　
久
保
　
郁
子

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が

変
わ
っ
た
昨
年
、
台
風
や
地
震
、

豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
恐
怖
を
身

近
に
感
じ
る
一
年
で
し
た
が
、
鹿

児
島
県
で
も
各
地
で
災
害
が
発
生

し
大
変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
県
母
子
寡
婦
会
の
事
業

計
画
も
、
七
月
の
母
と
子
の
一
泊

研
修
を
皮
切
り
に
、
母
子
寡
婦
福

祉
研
修
大
会
、
母
子
寡
婦
父
子
家

庭
大
運
動
会
、
長
崎
で
の
九
州
地

区
研
修
大
会
参
加
と
順
調
に
実
施

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

だ
と
、深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
以
降
は
各
地
区
の
研
修
大
会

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た

講
演
会
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
、
理
事
長
と
し
て
改
め
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、

母
子
寡
婦
会
で
は
高
齢
・
会
員
の

減
少
・
後
継
者
不
足
の
た
め
支
部

の
減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。
少
し
で

も
若
い
母
子
の
会
員
を
増
や
し
、

母
子
寡
婦
会
を
守
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
流
行
語

大
賞
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
活
躍
し
た
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
テ
ー
マ
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』

で
し
た
。
鹿
児
島
県
母
子
寡
婦
会

も
心
を
一
つ
に
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
』
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
時　

 

令
和
元
年
９
月
10
日
㈫

場
所　
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
（
第
２
）

内
容　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
『
つ
な
ご
う
人
の
輪
、

守
ろ
う
地
域
の
輪
』

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
貧
困

の
解
消
や
ひ
と
り
親
家
庭
及
び
寡

婦
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
研

修
討
議
を
行
い
、
更
な
る
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

こ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第第
6666
回
鹿
児
島
県

回
鹿
児
島
県

母
子
寡
婦
福
祉
研
修
大
会

母
子
寡
婦
福
祉
研
修
大
会

講
師　
ジ
ミ
ー
入
枝
氏

演
題　
「
鹿
児
島
発
信
の
音
楽・芸
能
」

　

ジ
ミ
ー
入
枝
氏
は
、
い
ち
き

串
木
野
市
羽
島
出
身
。
講
演
で

は
、
ご
自
身
の
音
楽
・
芸
能
の

体
験
談
や
、
60
年
代
に
流
行
し

た
「
ド
ゥ
ー
ワ
ッ
プ
」
の
曲
も

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
参
加
者
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
の

茶
わ
ん
蒸
し
の
歌
で
は
、
参
加

者
も
一
緒
に
体
を
動
か
し
歌
い

な
が
ら
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

表
彰
者

　

鶴
留 

ヒ
サ
子

　

丸
野 

充
子

　

岡
留 

孝
子

　

奈
良
島 

昭
子

第
66
回
県
研
修
大
会

姶
良
・
伊
佐
地
区
　
丸
野
　
充
子

　

令
和
初
年
度
の
研
修
大
会
、
今

年
度
は
姶
良
伊
佐
地
区
が
坦
当

で
、
早
く
か
ら
県
母
連
と
姶
良
の

行
政
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
打

合
せ
を
重
ね
、
九
月
十
日
を
迎
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
姶
良
霧
島
ハ
ー
モ
ニ
カ
メ

イ
ツ
の
方
々
に
、「
講
演
」
の
講

師
に
は
、
今
県
下
で
ご
活
躍
中
の

姶
良
在
住
、
ジ
ミ
ー
入
枝
様
を
推

薦
し
交
渉
は
県
母
連
へ
お
願
い
し

ま
し
た
。
活
動
発
表
は
姶
良
の
森

一
江
さ
ん
、
国
分
支
部
会
長
の
宮

原
充
子
さ
ん
に
お
願
い
で
き
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
姶
良
市
母
子

会
員
が
担
当
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
二
〇
二
〇
年
鹿
児
島
国
体
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
「
ゆ
め
、
キ
バ

イ
ヤ
ン
セ
」
の
ダ
ン
ス
を
船
迫
先

生
よ
り
指
導
を
受
け
一
年
が
か
り

で
、
よ
う
や
く
習
得
で
き
会
場
で

発
表
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
姶
良

音
頭
で
締
め
く
く
り
一
体
感
を
感

じ
ま
し
た
。
姶
良
支
部
、
加
治
木

支
部
と
合
同
練
習
を
数
回
重
ね

「
親
睦
」
も
深
ま
っ
た
感
じ
で
す
。

表
彰
を
受
け
て

志
布
志
支
部
　
岡
留
　
孝
子

　

こ
の
度
は
、
永
年
の
功
労
者
と
し

て
身
に
余
る
表
彰
を
し
て
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
十
七

年
に
志
布
志
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

の
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
て
、
早

い
も
の
で
十
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
孤
立
し
が
ち
な
母
子
、

寡
婦
の
意
思
疎
通
や
情
報
の
共
有
、

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
旅
行
、
運
動
会
等
に
皆
様

を
お
誘
い
し
、
率
先
し
て
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
皆
様
と
の
有

意
義
で
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
が

心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
大
儀
な
く
職
責
を
果
た
せ
た

の
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
暖
か
い

ご
協
力
、
ご
支
援
の
お
か
げ
と
深

く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

母
子
寡
婦
の
現
実
は
厳
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
一
致

団
結
し
、
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

表
彰
者
の
声
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皆
さ
ま
に
感
謝

姶
良
支
部
　
丸
野
　
充
子

　

本
日
の
こ
の
佳
き
日
、
令
和
元

年
度
に
身
に
余
る
表
彰
状
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
十
五
年
間
支
部
・
市
の
会
長

を
経
て
、
県
の
理
事
、
評
議
員
と

し
て
県
母
連
と
の
連
携
を
計
り
な

が
ら
母
子
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て

参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え

に
支
え
育
て
て
下
さ
っ
た
行
政
の

ご
指
導
と
ご
協
力
、
会
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

母
子
会
会
員
が
年
々
減
っ
て
行

く
現
状
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、

母
子
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

九
州
大
会
に
参
加
し
て

長
島
支
部
　
坂
口
　
靜
子

　

大
会
テ
ー
マ
「
つ
な
ご
う
人
の

輪
、
守
ろ
う
地
域
の
輪
」
で
長
崎

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
開

会
式
後
、
研
修
討
議
が
あ
り
五
名

の
方
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
体
験
発

表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
お
一
人
で
、
福
岡
県

代
表
の
伊
藤
進
一
様
の
「
娘
達
の

夢
の
た
め
に
」、
父
子
家
庭
で
三

人
の
娘
さ
ん
の
希
望
や
夢
を
叶
え

る
た
め
、
父
親
と
し
て
の
責
任
、

努
力
を
さ
れ
、
周
り
の
方
の
支
援

や
母
子
寡
婦
会
の
制
度
や
協
力
等

を
得
て
、
三
人
の
娘
さ
ん
方
も
そ

れ
ぞ
れ
夢
を
叶
え
て
い
る
と
発
表

さ
れ
感
動
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
浦
川
末
子
先
生
の
講

演
「
皆
様
へ
の
期
待
～
子
ど
も
の

将
来
の
幸
せ
の
た
め
～
」
子
ど
も

は
愛
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。母
親
は
子
ど
も
に
と
っ
て『
安

全
基
地
』
で
あ
る
、
等
大
変
意
義

の
あ
る
講
演
で
し
た
。
九
州
大
会

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
感

動
の
二
日
間
で
し
た
。

表
彰
を
受
け
て

南
九
州
支
部
　
鶴
留
　
ヒ
サ
子

　

主
人
が
亡
く
な
り
三
十
一
年
に

な
り
ま
す
。
長
男
が
小
学
校
二
年

生
、
二
男
が
年
長
児
で
し
た
。

　

約
一
年
が
過
ぎ
た
頃
、
母
子
会

の
存
在
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
指
宿
市
で
九
州
地
区
母
子

寡
婦
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全

国
の
守
田
会
長
が
九
十
二
歳
で
白

の
着
物
を
着
て
背
筋
を
伸
ば
し

て
、
挨
拶
を
さ
れ
た
の
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
今
回
、
今
ま
で

の
活
動
に
対
し
て
、
表
彰
状
を
戴

き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
も
高
齢
者
に
な
っ
た
り
、
母

子
部
会
員
の
減
少
で
な
か
な
か
大

変
で
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

第第
6666
回回

九
州
地
区
母
子
寡
婦
福
祉

九
州
地
区
母
子
寡
婦
福
祉

研
修
大
会

研
修
大
会

期
日　
令
和
元
年

　
　
　

 

10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈪

場
所　

 

長
崎
市 

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

九
州
大
会
に
参
加
し
て

入
来
支
部
　
春
田
　
み
ず
え

　

今
年
度
の
九
州
大
会
は
、
長
崎

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
大

会
の
メ
イ
ン
で
も
あ
る
行
政
説
明

は
、
台
風
十
九
号
の
影
響
で
厚
生

労
働
省
の
方
が
来
ら
れ
な
い
と
言

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
そ
の
分

研
修
討
議
に
三
時
間
が
割
り
当
て

ら
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
長

崎
大
学
教
育
学
部
の
小
西
准
教
授

の
見
事
な
采
配
で
長
丁
場
を
感
じ

さ
せ
な
い
素
晴
ら
し
い
研
修
討
議

に
な
り
ま
し
た
。
五
名
の
パ
ネ

ラ
ー
の
方
々
は
堂
々
と
し
た
発
表

態
度
で
し
た
。
二
日
目
の
特
別
講

演
は
元
長
崎
女
子
短
期
大
学
浦
川

末
子
学
長
で
し
た
が
、
実
に
分
か

り
や
す
く
聞
き
取
り
や
す
い
講
演

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
資
料
に
要

点
を
ま
と
め
て
あ
っ
た
の
も
有
難

い
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
母
子

部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
機
会
に
こ

の
資
料
を
配
布
す
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
中
国
変
面
シ
ョ
ー
、
十
善

寺
龍
踊
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
初
め
て
観
る
も
の
だ
っ
た
の

で
、
十
分
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

来
年
は
、
鹿
児
島
県
が
当
番
県

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
宮

崎
県
大
会
に
は
是
非
多
く
の
会
員

の
方
々
が
参
加
し
て
、
鹿
児
島
県

大
会
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
吸
収

し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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鹿
児
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

理
事
長
　
久
保
　
郁
子

　

前
日
か
ら
の
大
雨
で
、
全
国
大

会
は
実
施
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
不
安
な
気
持
ち
で
鹿
児
島
空

港
か
ら
川
崎
市
へ
向
か
い
ま
し

た
。
電
車
は
前
日
の
大
雨
で
お
く

れ
、
川
崎
駅
に
着
く
手
前
の
多
摩

川
は
水
か
さ
が
増
し
大
雨
の
凄
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
土
井
卓
子
先
生
の
「
乳

が
ん
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
」
最
新

情
報
と
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
の

お
話
で
し
た
。
最
近
で
は
、
が
ん

に
な
る
人
が
二
人
に
一
人
と
言
わ

れ
て
お
り
な
か
で
も
乳
が
ん
は
死

亡
率
が
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ

て
い
ま
す
。
食
生
活
や
生
活
様
式

の
変
化
な
ど
が
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
自
身

も
が
ん
に
な
り
四
年
経
過
し
て
い

ま
す
。
主
人
も
が
ん
で
亡
く
し
ま

し
た
。
講
演
を
き
き
な
が
ら
、
最

新
医
療
は
進
ん
で
お
り
、
早
期
で

発
見
出
来
れ
ば
完
治
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
が
ん
は

怖
い
病
気
で
す
。
最
新
医
療
を
理

解
し
自
分
自
身
、
日
々
の
生
活
に

活
か
し
な
が
ら
学
ん
で
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

徳
之
島
町
支
部
は
、
全
国
統
一
活
動
テ
ー
マ
「
つ
な
ご
う
人
の
輪
、
守

ろ
う
地
域
の
輪
」
実
現
の
一
環
と
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
、
県
が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
」
の
広
告
が
目
に
と
ま
り
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
平
成
31
年
１
月
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
令
和
元
年
４
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
県
管
理
道
路
の
一
定
区
間
（
１
０
０
m
以
上
）
を
日
常
的

に
管
理
を
行
う
団
体
や
個
人
に
、
美
化
活
動
に
必
要
な
経
費
（
年
間
上
限

額
３
万
円
）
の
支
援
が
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

　

暑
さ
対
策
万
全
の
会
員
が
大
勢
集
ま
り
、
花
植
え
、
草
取
り
、
水
か
け

を
行
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
花
壇

い
っ
ぱ
い
に
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
何

よ
り
も
会
員
自
身
が
楽
し
み
「
花
い
っ
ぱ
い
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
」
の
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
富
山
丸
・
武
州
丸
慰
霊
碑
」
の
あ
る
「
な
ご
み
岬
公
園
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
も
年

６
回
実
施
し

て
い
ま
す
。

  

花
い
っ
ぱ
い
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い

花
い
っ
ぱ
い
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い

　　    「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

　
徳
之
島
支
部

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

全
国
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

全
国
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

「富士丸・武州丸慰霊碑」なごみの岬公園

養育費のお話
就業相談員より

養育費は、子どものためのものですから、子どもと離れて暮らす
ことになる親と子どもとの関係を大事にするためにも離婚時にき
ちんと取り決めをしていくようにしましょう。

（表 1) 養育費・子 1 人表（子０～14 歳）
【
義
務
者
の
年
収
／
万
円
】

【
義
務
者
の
年
収
／
万
円
】

【権利者の年収／万円】 【権利者の年収／万円】

（表２) 養育費・子 1 人表（子 15歳以上）

※養育費算定表が令和元年 12 月23日に新しくなりました。養育費は子どもの成長を支える大切なものです。公
正証書又は調停で取り決めをすることをお勧めします。
　守られなかったときに、強制執行の手続きができます。
※履行確保に関する動き
　財産開示…令和２年４月予定。あわせて、罰則も見直されてます。懲役 ( 6 か月以下 ) または 50 万円以下の
罰金が科せられることになります。　
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・会場は、室内競技場で広くて素晴らしい所
・ 9月29日はお天気に恵まれかなり暑かったので、通常通り10月開催に戻して欲しい。
・ 9月は色々な行事も多く日程の変更をして欲しい。
・小中学校の運動会と重ならないように子どもの参加が少なく寂しい。
・毎年来ていますが、年々参加者が少なくなり寂しく思います。
・綱引きがあったのですが、地区によっては男性の参加のないところもあり、男女のバ
ランスなど考えて欲しい。
・仮装行列に参加していますが、毎年皆で何日もアイディアを出し合って良き思い出に
なる楽しい一日でした。
・皆色々な仮装を考えているので、アイディア賞などあっても良いのでは？
・初めて参加しましたが、遠方から多くの方が参加している事に感心し感動しました。
・足が悪く競技に出場できませんが、一日楽しく過ごせました。
・他の地区の方とも話も出来るし、毎年楽しみです。
・国際大学の学生さんやボランティアの皆さんに感謝です。
・この運動会に 40年以上参加していますが、毎年嬉しく思っています。

その他・お気づきの点についてφ(・_・

良い
92%

悪い
1%

まあまあ
7%

良い
84%

悪い
4%

まあまあ
12%

良い
93%

悪い
0%

まあまあ
7%

良い
93%

悪い
0%

まあまあ
7%

良い
91%

悪い

まあまあ
8%

良い
95%

悪い
0%

まあまあ
5%

良い
86%

悪い
2%

まあまあ
12%

良い
92%

悪い
1%

まあまあ
7%

競技時間 プログラム

会場（鹿児島国際大学）

会場設営

競技内容

開会式 閉会式

開催日９月29日（日） 開催時間10時～

良い
90%

悪い
2%

まあまあ
8%

令和元年度　第48回鹿児島県母子寡婦父子家庭大運動会　　 令和元年９月29日（日）参加人数 700人
　鹿児島国際大学フィールドハウス

アンケート結果 アンケート結果 （総数288件） （総数288件） 
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母
子
会
と
共
に
三
十
五
年

さ
つ
ま
支
部
　
小
緑
　
絹
代

　

夫
が
他
界
し
、
四
十
九
日
も
来

な
い
時
の
事
、
町
会
長
さ
ん
が
お

悔
や
み
に
来
ら
れ
、
川
薩
大
会
の

資
料
を
戴
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
員
に
な
る
と
、
各

種
専
門
学
校
で
学
べ
る
事
を
知
り

目
の
前
が
急
に
明
る
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
は
自
分
の
好
き
な
道
を
進

も
う
と
、
決
心
し
ま
し
た
。
農
家

の
嫁
で
し
た
が
、
自
由
に
選
べ
る

時
が
来
た
の
で
す
。
母
は
強
し
で

す
。
い
ず
み
学
園
調
理
師
専
門
学

校
に
通
う
た
め
、
毎
朝
乗
る
と
黒

武
者
キ
ミ
子
理
事
長
様
と
一
緒
に

な
り
、
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
県
若

星
会
誕
生
、
母
子
福
祉
資
金
も
高

校
卒
業
迄
支
給
と
制
度
も
変
わ

り
、
助
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

丸
野
様
や
久
保
様
方
と
「
母
子
会

だ
よ
り
」
編
集
に
関
わ
っ
た
事
等

思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

七
十
五
歳
位
迄
、
町
会
長
を
務

め
、
町
民
表
彰
を
授
与
、
素
晴
し

い
後
継
者
に
も
恵
ま
れ
て
安
心
し

て
お
任
せ
し
、
行
事
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
久
保
理
事
長
様

を
会
員
皆
で
支
え
、
益
々
、
鹿
児

島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
が
発

展
し
て
行
く
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

鹿
児
島
支
部
　
尾
前
　
民
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
の
初
め
て
の
お
正
月
で

す
ね
。
昭
和
・
平
成
・
令
和
と

昔
を
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
二
十
年
前
に
母
子
会
に
出
会

い
「
井
の
中
の
蛙
」
で
し
た
の
で
、

皆
様
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
の
毎

日
で
し
た
。

　

県
母
連
で
は
と
ま
ど
い
と
不
安

の
中
で
の
出
発
で
し
た
。
毎
年
全

国
の
会
長
さ
ん
方
と
の
会
合
や
厚

生
労
働
省
と
の
会
合
な
ど
と
て
も

真
剣
で
し
た
。

　

九
州
の
会
長
さ
ん
方
と
は
、
お

手
本
に
な
る
事
を
学
び
苦
労
を
共

に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
戦
友
の

よ
う
な
か
け
が
え
の
な
い
お
友
達

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
理
事
長
在
位
三
期
六
年

間
で
年
齢
に
は
か
て
ま
せ
ず
、
リ

タ
イ
ヤ
で
し
た
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
お
陰

さ
ま
で
、
お
力
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
応
援
団
で
頑
張
り
ま

す
。

Anniv
ersary

令和２年１月31日発行

100号 記念特集
母子会だよりも昭和53年12月に第１号の発刊から令和２年１月で100号を迎える事になり、
記念号と題しまして！これまで発行に携わられた会員さんや思いを伝えたい会員さんにお声を頂きました。
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年　次 月 動　き
昭和21年 5 未亡人生活相談大会が開催される

昭和23年 8 未亡人会が誕生し、鹿児島県母子連盟と命名
橋野ハル子氏が会長に就任

昭和25年 12 鹿児島県母子連盟自主解散

昭和29年 5
鹿児島県母子福祉連絡協議会結成式を開催
県婦人児童課内に仮事務所を設置
会長に奥田ノブ氏が就任

昭和30年 4 事務局を自治会館3階に移転
昭和31年 5 県会長改選、入鹿山フヨ氏第2代会長に就任
昭和33年 5 県会長選、奥田ノブ氏第3代会長に就任
昭和35年 5 県会長選、大川八重氏第4代会長に就任
昭和37年 4 会名を鹿児島県未亡人団体協議会と変更

昭和39年 2 県社会福祉会館4階に母子福祉センター
（事務局移転）

昭和40年 5 本会の社会福祉法人が認可され、
社会福祉法人白百合福祉会と改名

昭和46年 10 九州地区母子福祉大会が鹿児島県で開催
（鹿児島県文化センター）

昭和49年
1 鮫島ツテ氏第5代理事長に就任

5 役員改選により黒武者キミ子氏が
第6代理事長に就任

昭和52年 6 県社会福祉センター5階に事務局が移転する

昭和53年
5 創立25周年記念事業として、

文集「私たちの声が聞こえる」を発行

12 鹿児島県「母子会だより」第1号を発行、
全会員に配布する（年2回発行）

昭和54年

2 社会福祉法人鹿児島県母子福祉連合会に
会名変更

9
「鹿児島県母子の歌」と「鹿児島県母子音頭」
を作成
レコードを出す

昭和55年 10 九州地区母子寡婦福祉研究大会を開催（鹿児島市）

昭和58年 4 社会福祉法人鹿児島県母子寡婦福祉連合会に
会名変更

昭和59年 2 創立30周年記念県母子寡婦福祉大会開催
（鹿児島市民文化ホール）

昭和60年 5 創立30周年記念誌「風雪三十年」を発行

平成3年 10 第38回九州地区母子寡婦福祉大会を開催
（指宿市体育館）

平成6年 2 創立40周年記念県母子寡婦福祉大会
（鹿児島市民文化ホール）

平成8年 1 創立40周年記念誌「風雪四十年」を発行

平成13年
5 黒武者キミ子理事長が全国母子寡婦福祉団体協

議会長に就任

9 第48回九州地区母子寡婦福祉研修大会を開催
（鹿児島市民文化ホール）

平成14年 8 県母子寡婦福祉連合会「若星会」を設立

平成15年 11

「母子家庭等就業自立支援センター」を
県より委託開設
創立50周年記念出版
「私たちの歌が聞こえる 第2集」
ならびに復刻版第1集を発行
創立50周年記念鹿児島県母子寡婦福祉大会を
開催（鹿児島市民文化ホール）

平成18年 5 役員改選により有村壽子氏が第７代理事長に就任
平成22年 5 役員改選により尾前民子氏が第８代理事長に就任

平成23年 10 第58回九州地区母子寡婦福祉研修大会開催
（鹿児島市民文化ホール）

平成25年 9
鹿児島県母子寡婦福祉研修大会
(創立60周年記念メモリアル大会）
鹿児島市民文化ホール　担当肝属地区

平成28年 5 役員改選により久保郁子氏が第９代理事長に就任

鹿児島県母子寡婦福祉連合会のあゆみ 平
成
を
顧
み
る

牧
園
支
部
　
南
郷
　
ヒ
ロ
子

　

令
和
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
九
年
に
、
友
人
に
誘

わ
れ
支
部
会
に
入
会
し
、
何
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
代
表
と
な
り
ま
し

た
。
今
よ
り
若
か
っ
た
せ
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
思
え
ば
思
い

切
っ
た
事
を
し
た
も
ん
だ
と
心
が

震
え
る
思
い
で
す
。
私
が
入
会
し

て
か
ら
理
事
長
が
四
代
目
、
会
員

減
少
の
中
、
尽
く
し
て
下
さ
る
姿

を
見
る
と
頭
が
下
が
り
ま
す
。
有

難
い
事
に
生
活
支
援
は
元
よ
り
職

業
支
援
も
あ
り
、
多
く
の
方
々
が

支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
母
子
部

の
方
は
講
習
会
に
参
加
し
、
パ
ソ

コ
ン
や
、
介
護
、
医
療
事
務
な
ど

の
資
格
を
身
に
付
け
て
、
就
業
す

る
な
ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
寡
婦

は
昭
和
の
時
代
に
諸
先
輩
方
が
築

き
上
げ
た
こ
の
県
母
子
会
を
潰
す

事
は
で
き
な
い
と
、
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
私
自
身
、
三
十
年
に
は
、

表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。
会
員
と

共
に
し
た
彰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
県
母
子
会

が
発
展
し
て
行
く
事
を
心
よ
り
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

母
子
会
へ
の
思
い

姶
良
支
部
　
上
山
崎
　
ト
シ
子

　

体
調
を
崩
し
て
や
っ
と
歩
け
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
丸
野
会
長
に

出
会
い
県
や
地
区
主
催
の
行
事
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
度
に
生
き

る
源
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

大
運
動
会
に
は
、
忘
れ
難
い

思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
入
場

の
活
動
や
、
ひ
と
り
親
政
策
の
充

実
の
移
り
変
わ
り
と
歩
ん
で
き
ま

し
た
歴
史
が
記
録
と
し
て
後
世
に

引
き
継
が
れ
て
い
く
貴
重
な
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、

第
62
回
県
母
子
寡
婦
福
祉
研
修
大

会
を
奄
美
市
で
開
催
で
き
ま
し
た

事
は
一
番
の
思
い
出
で
す
。
奄
美

郡
島
は
、
初
夏
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
取
組
み
、
気
運
の
醸

成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

母
子
寡
婦
福
祉
会
の
会
員
の
増
と

組
識
運
営
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
私
達
寡
婦
が
子
育
て
中

の
ひ
と
り
親
の
力
に
な
り
、
県
の

委
託
事
業
や
日
常
生
活
支
援
事
業

を
行
政
と
連
携
を
図
り
両
サ
イ
ド

で
の
支
援
体
制
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

行
進
で
は
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
で

「
挙
手
の
礼
」
ま
る
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
選
手
み
た
い
に
入
場
し
ま
し

た
。
そ
し
て
年
代
別
の
徒
競
争
・

高
齢
者
は
そ
の
メ
イ
ン
種
目
に
出

場
で
き
る
の
で
す
か
ら
感
激
も
一

入
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
の
一

人
。
一
生
懸
命
走
る
人
、
二・
三

人
で
腕
を
組
ん
で
歩
く
人
、
ま
た

ど
の
種
目
で
も
、
時
間
通
り
の
運

営
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

楽
し
い
昼
食
、
仮
装
行
列
、
最
後

の
対
抗
リ
レ
ー
で
は
皆
総
立
ち
で

応
援
し
ま
し
た
。

　

地
区
研
修
大
会
で
は
、
講
師
の

話
に
耳
を
傾
け
、
昼
食
後
は
知
ら

な
い
人
同
士
が
笑
顔
で
話
が
出
来

る
の
も
、
母
子
会
な
ら
で
は
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
地
方
の
名
所
に

も
案
内
し
て
貰
い
楽
し
い
一
日
を

終
え
、
そ
ん
な
母
子
会
の
一
員
で

あ
る
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

二
年
前
に
「
め
ま
い
」
で
、
倒

れ
て
し
ま
い
、
現
在
出
席
出
来
な

い
事
は
残
念
で
す
が
、
皆
様
の
御

健
康
と
母
子
会
の
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

「
母
子
会
だ
よ
り 

  

発
行
１
０
０
回
を
記
念
し
て
」

奄
美
郡
島
母
子
寡
婦
福
祉
会 

会
長

   

師
玉
　
敏
代

　

母
子
会
だ
よ
り
１
０
０
号
発

行
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
顧
み
ま

す
と
携
わ
り
、
広
報
誌
と
し
て
記

録
し
、
会
員
の
皆
様
に
途
切
れ
る

事
な
く
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
事

に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
こ
に
は
永
年
の
地
区
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☆ 

鹿
児
島
明
倫
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
３
万

円
頂
き
ま
し
た
。

☆ 

中
園
商
事
様
よ
り
１
万

円
、
近
松
商
店
様
よ
り

１
万
円
頂
き
ま
し
た
。

寄
付
金

寄
付
金

　

あ
り
が
と
う

　

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

◆奨学金額
　月額３万円（給付型のため返還は不要）
◆対 象 者
　中学３年生、高等学校１年〜３年、
　高等専門学校１年〜３年等に在籍する生徒
◆募集人数
　全国400名（選考により決定）

この奨学金は、ローソングループと全国母子寡婦福祉団
体協議会が力を合わせ、ひとり親家庭の生徒さんを応援
する給付型奨学金です。

※詳細につきましては全国母子寡婦福祉団体協議会の
ホームページにてご確認ください。

2020年２月下旬頃 募集開始予定

夢を応援基金
ひとり親家庭支援奨学金制度

令和２年１月25日　第２回母子部リーダー研修会
令和２年２月16日　母と子の日帰り交歓研修会
令和２年３月13日　第４回理事会
令和２年３月21日　第２回評議員会

台風 19 号による災害に遭われた皆様、心よりお見舞い申し上げます。
鹿児島県母子寡婦福祉連合会会員一同、一日も早い復興を祈念申し上げます。

令和元年度 事業計画

令和元年度 地区大会

会員さん会員さん
大募集中！！大募集中！！
お問い合わせは県母連へ

099-258-2984

会　場 開 催 日
①鹿児島地区 令和元年 ７月  4日：台風にて中止
②南薩地区 令和元年12月  2日：枕崎市サンフレッシュ枕崎
③日置地区 令和元年11月22日：東市釆市文化交流センター
④川薩地区 令和元年11月24日：宮之城ひまわり館
⑤姶良・伊佐地区 令和元年  9月10日：県母連研修大会併合開催
⑥曽於地区 令和元年11月10日：大崎町中央公民館
⑦肝属地区 令和元年11月16日：東串良総合センター
⑧熊毛地区 令和元年  7月  7日：西之表市民会館
⑨出水地区 令和元年12月17日：長島町保健センター

2020年
度

2020年
度


